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(1〕 位    置

史跡院庄館址は津山市街地の西約 4 Kmの 地に位置 し ,院 庄平野のほほ中心

に所在す る。

行政区画的 rcは 津山市神戸字御館 445番 地 である。

(2〕 調 査 の 経 過

本調査は館址 を史跡公園 として整備す るための基礎的資料 を得 るための も

の として ,史跡地周辺及び内部に トレンチ (巾 ,長 さとも一定せず )を 12
ケ所実施 した。 トレンチの内訳は ,土塁 に 5カ 所 ,館内に 7カ 所である。調

査にあたっては ,市職員河本清が現地 にあた り ,市文化財保護委員渡辺健治

院庄小学校教諭土居徹氏 を調査員 として委嘱 し ,遺構 の検討 な らびに評価 rc

ついて意見を受けた。調査は昭和 48年 11月 21日 か ら開始 し現在 に至 っ

ている。 これ ら トレンチは ,図 面 ,写真等の記録後は埋め戻 して原状 に復す

予定である。

〔3〕 調 査 の 概 要
♯

① 基本的層序

調査にょり確認された館址内の土層の基本的層序を模式的に記せば図の

とな りである。

土 層 模 式 図

盛土層 (① )は地点によってかな うの違 い

が見 られ ,浅い所は約 20傷 ,深い所 で約

50効 前後である。

この盛土層 は神社建築にかかる整備の盛土

と考 え られる。盛土直下の灰色水田層 (② )

は ,江戸時代頃に水田 として使用 されてい

た ものと考えられる。この土層直下 と黒色土面

か ら多 くの遺物 が検出されている。

黒色土層 (③ )は調査地のほ とん どで確認

されてお り ,こ の面が館期の生活面 と推察

される。

,暫時 ,砂礫層か ら砂層 となっている。
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②  遺 構

イ.ト レンチ 2,5,4,6,10に ょり土塁 を直角 に切断 した結果 ,ト

レンチ 2以外は黒色土直上または一層の間層 をないて ,褐色土または砂

礫混合土にょる長 さ約 2,5η ～ 5躍 ×厚さ約 0.4″ ～ 1れ の盛土がみ ら

れる。 この盛土内は トレンチ 10に於て不片 (糸切底 )鉄釘片が包含 さ

れている他 ,ト ンンチ 3になけ る盛上下の基礎 としてある灰掲色粘土層

に須恵器 (不糸切底 ,甕 )青磁等が検出されたのみで ,他の地点の盛土

か らは遺物 をみることはで きない。 トレンチ 2にかける盛土の状況 は ,

他の地点 と少 し異 な り ,黒色土 と盛土の間に二層に大別 される灰禍色の

堆積土がある。 この堆積土は トレンチ 1と にぼ同様 な状況 を呈 している。

西南の広場 に トレンチを実施 していないが ,こ の地区は東西に延びる浅

い谷状の古地形 を呈 し ,その上に吉井川の氾濫に よう堆積 があったので

はないか と考 え られる。

したが って ,ト レンチ 2に なけ る盛土 も他の地点の盛土 と同時期に築

造 された もの と考えてよいであろ う。

これ ら盛上の時期 は ,厳密に決定 できないが ,土層等の検討か ら館期

の土塁 として構築された もの と看取 される。また ,こ の上塁は後世 rcl盛

土 され現在の土塁 となっている。

口.井 戸

トレンチ 1の 地点で ,現地表下約 40働 か ら検出された ものである。

掘方は約 2.2p× 2.4耽 の隅丸方形状の もの lrC東 に長方形の突 出を 2ケ

所 もった不整形 な ものである。 この掘方のやや西 ように児頭大の河原石

に よう井戸枠 を組み ,日 径約 60翻 ,深 さ約 90翻 の井 戸を構築 してい

る。井戸底か らは板状の本片が数枚検出されている。

石組中か ら招鉢 ,甕 ,土鍋片が出土 している。現在調査 中である。

ハ・ 柱 穴

柱穴は ヽレンチ 2,5で各 1個 ,ト レンチ 9で 5個 ,討 7個の検出をみ

たにす ぎない。 しか し ,限定 された トレンチ調査では この程度でやむを

えない と考える。むしろ ,土層等か ら判断すれば ,面的調査を実施すれ

ばかな うな とな った建物の存在 が予想 される。

検出された柱穴は館期の基盤層 となって弥る黒色土層を切 り込 んでいる。



径約 25働 ,深 さ約 20翻の もので掘立柱の建物の存在を裏付 ている。

トレンチ 9に於ては ,現井戸を とり込 む状況で検出されているが ,井戸

の上屋 としての建物か ど うかは井戸構築の時期決定 をなたねばな らない。

工。堀

神社周辺の トレンチ (511,12)に 検出された もので ,明 治 2年神

社築造時 に掘 られた ものである。『 院庄作楽香 』等の文献にみ られる堀

である。

③ 遺   物

出土 した遺物 の主 なものは次の とか りである。

(1)須 忘器片 (平安末 ～鎌倉時代 ),lTh,甕

佗)青磁片 ,不 ,重    (3)天 目茶碗   に,古織部

(9墨書磁器  俗)招鉢 (備前焼 ,土師質 ) (7)鉄釘

偲〕土鍋 ,土 師器 ,甕    19)弥 生式土器 ,重 ,甕

C43 まとめにかえて

院庄館址の調査は ,現在図面等 の作成中なので ,厳密な遺跡の検討は今後

にまたねばな らないが ,調査員会議に ょう結論づけ られた遺跡及び遺構 の大

すじは次の とか りである。

イ.調 査地のほぼ全域にみ られる黒色土上面の水田層は ,鎌倉時代以降 で江

戸時代 か同時代までである。

口、 黒色土層は鎌倉時代か ,それを大 き く下 らない時代の生活面で ある。即

ち Ⅲ館期の生活面 としてよいであろ う。

アヽ,ト レンチ 1の井戸の時期は ,鎌倉時代かそれ以前の ものであろ う。

二、 トレンチ 9(神 社拝殿前 )の 井戸周辺に検出された柱穴群 は ,館期の柱

穴 として結論づけ られるが ,井戸 との関連は井戸その ものの時期決定 をな

たねば結論づけ られない。

ホ.土塁 の構築 された時期は ,鎌倉時代かそれ以降で江戸時代以前である。

へ、 本館址は従来 か ら水囲 ,畑等 に よって ,土塁以外はかな り破壊 されてい

るであろ う等 の見方 もあったが ,調査の結果 ,遺跡地の破壊は明治 2年以

降 ,神社の築造 な らびに整備に伴 な う堀 ,池等によるもので ,そ れ以外は

大 きく破壊 されていな弥 ことが判 明された。



、1周麹り切絵攘を
―
輔 するに ,賞跡螂 の東―i茜 ,北側に「御筆J「御鱚

撼η」「 顔 ,」 箸の地名がみ―多れる。とりことは ,も と0「鏡J産 ,糞跡

鶏外に拡張されて1断森して棒た.と誰差される。 (文斎
― 瀬本 ).
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